
空電源、の方位測定並びに位置決定(其の 1)
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室電に関して現花迄陀， 1;弗閣，英国，スェーデン，日本，米国で行われて来た研究の結果，

その阪は大気中の放電現象であり，而もとの放電現象は，その場合の気象候件によって決定さ

れるから， 益%:ib債と気象現象とはvfi接な関係があるととが判明した.特に気象学的に前動的君主

場では，例外君主〈室電の生ずるとともほピ判然として来た.現{Eでは，如何に正確に出1t1OJ;iの

位置を決定するかという問題が，今後のとの分野に主主ける研究を抑進する重要なー要ぷである

と考えられる.

か Lる見解よれ当主電研究所では， ::(生来の観測装置の設多の欠点を改良して方位指示誤差

を10以内にするととに成功した.

本文では1950年， 8月3日-12n迄の10日聞に立って，上司の方位決IJ定機Kより，名古屋

市の名古屋大学東LLI観測所と ， 豊川市の名大室電研究所の 2 点で，同時五~J観測を行い，交会法

により2さ電似の位置を決定したので，その記録に基いて，筑<<i{現象との対照性， 2主屯j加の距離

的分ギfi，頻度-分布Ti守;につき考察を加えてある.

気象資料は，中央気象台，各管区寄託象台の天気図， f五叩報告，特異現象報告をとJIJいた.

2.観測地点，期間及び観測法

観測地点は，豊川市名大室電研究所(137022'E， 34050' N)と，名古屋市東UI観測所(136058'

E， 35009' N)の2地点で行った.両地点nllの直距離は 50粁である(第2図参照). 
観測期聞は， 1950年， 8月3日-12日の10日間で， 毎・口地方税準時の00.00時;03.00時;

06.00時;09.00時;12.00時;15.00時;18.00時;21.00 時の8回を恭本観測時刻とし，との他

に長波停播における日出， 8 ~長時の異常現象を検討する目的で， 日/-1¥，日波時を挟んで前後1

時間毎を観測した.

観測j法は，両地点で厳密左同時刻観測を実施するため， J.J.Yの標準時報信号電波によれ

毎観測時1'r:1分間連続J最影を行う方法を川いた.測定機はZSf位研究所の試作l亡怠る瞬時型プラ

ウン管式昼電方位測定機を使用した.本装置は， 10kc/sに同調さしであり，装置全体の Q調

整，位相調整，利得調整が厳密に，且容易に行い得る桜， 設計製作されている.正確に訓位し

た時，~中綿入力より出力迄の装置の方位指示誤差は， 10以下でるる.装置全般に対する詳細.

は，名古屋大学室電研究所報告を参照されたい.

記録は16mmの映画用 SPフィルムを使用し，之を 10mm/secの速度で南北方向に流して

舟影し，フィルム両端に，時報信号電波により明滅するネオン管により，時刻ねー与を入れる方

法で行った.
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3.記録フィ)1.ム整理法

記録フ fルムの一部を第1図に制i服した.との写良では向って左が-1[:.上が東にたっている.

両者の像は非常によく 対臆しているととが判る.nW入力安電により起動を起させる回路の調整

I'l:， 多少の相遣のあるととが，上方の記録lとある方位指示像で，或る長さ以下のものは下方の

記録tc現われていないととで判る.

第 1図

記鍬フ(JL-ムの税理方法は，両地点の記録フィルムを 2台の幻?を総によ り100万分の 1の地

図上に投影 し， 同時にスリットによる利ßい蹄紘を投影して ， ~電)j位指示像と一致せ しめて交

点、を求める手段を川いた.両観測地点よ りの 1交点への方位は，幻;股絡に附置する度盛板でス

リットの回特frJを読むようにしてある.との有抜を第2図に示した.との方法により， 交点を

求め得る最遠距維は，観測地点間の距離とスリ ット師寺泉の交f'lとによ り決定される.今観測地

点、聞の距継を z粁，スリット問r*JRの交jfJをαとし， 観測基紘の中点より之に垂直ご等分紘を

たて，との上の1交点で，交f{Jα の点迄の距離を l粁とすれば.1は或る交角ピに対して最

遠距般をあらわすととは明白である.

第3図からわかるように

とたる.

1=王.cot ~ 2 -~. 2 

今の場合 x=50kmであるから，読みとり得る最小交I{Jを α=3。とすれば上式より

l，=; lOOOkm 
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第 2関 -第 3図

116 111 

と1J.る.但し数理に当つては，互百の垂直二等分紘に近い源に対しては， α=2。位までの交点

を求め得たので， 1200km迄の室電源について行った.勿論スリ ット輝総の幅K対しては検討

した.叉瓦Bを弦として角 αを含む円を描いて，A，B両点におけるとの円の切線を引くと，

2本の切線によりはさまれる円タトの部分は， 2点観測の場合，交点の正確な位置をと決定し絹ーない

領i唆を示す.

との領域は2点聞の距離を大きくする程狭められるととは当然である.従って，観測地点問

距離は，出来作る限り大きくとる方が精度を上げ得る訳である.

ヨたに同一精度の交点の軌跡は，明らかに瓦Bi:~立とし， 或る交jfJ sを含む円弧群でるる.

従って，交点が A，B2点にゐける円弧群の切税方向に近付く程位置の精度は減少する.との

欠点は，測定点を少くとも 3点にするととにより除去出来る.

装置自体の精度が著しく上げられた現在としては，昼電源の位置をより精Jili!iI'L;Jとめるために

は，観測基線の拡大と観測地点を少くとも 3点IC.増加する必要のあるととが判る.

4.結果並びに討議

4.1.栴況

本観測に沿いては，前牛は主として新しく完成した装置の動作欣態調:tE，及び写真記録装置

の試験等に主眼点を置き，中間で之等に対して検討を加え，後傘は比較的近距離の室電源に対

する位置決定を主眼として観測を実施した.

93で述べた如<，観測基紘長が50粁でるり，且2点観測lであるため室電源の信頼範囲とし

ては，種々の制限を受けるのである.従って，スリッ ト輝線が平行するものや， fii方向性でな

いために生ずる交会点位置の不明なものは，整珂対象から-I@;除外して整理し?と.

両地点の方位指示が完全に平行するものは南西，西南西，西，西北西が大部分をしめていた.

之等は，観測基紘を鉱大しなければ判明しない述距離の室電源でるると考えられるが，との問

題1<:関しては，との論文ではふれたいととにする.

観測結果を全般的に眺めて見て言い得るととは，金原教授が強調しておられるように， 2さ電

と気象との相関性である.観測者が未だ充分観測に慣れておらず，装置の調絡 も不慣れであり，
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観測基線も短い等のためにj交会点に対する誤差も装置自休の誤差より大きくたっているとは

考えられるが，種々の気象資料と比較した場合に，密接な相関性を示しているととがゐかる.

特に，6f電源、の高さが地上1-6粁位に亙って存在するととを考臨すると，現在では比較的乏し

い高居気象方面への大きな資料として， 2S電源が寄興するのではないかと考えられる.

方位指示頻度分布4.2.1. 
現在の装置は，方位指示の精度を高めたいという点よれ両方向性指示方式を採JHしている

どの方面の源よりする空電かを決定するととは不可能である

が，幸い金原教授の多年の研究結果よれ夏季の極東空電源分布が判明しているので，観測期

間中のプラウン管に現われた方向指示の頗度分布をつくり，定常性室電に対する検討とした.

1地点の方向指示のみで，ため，

時計廻りを北を零度として東西に各900迄を時計廻り及び反時計廻りに計り，第4図は，

負，反時計廻りをと正として表わした方位頻度分布図である.之によると，豊川及び名古屋にた

ける観測l期間中受信された室電は，東西綿をはさんで土300 以内に大字の指示が入るととが判
B 

今金地主~ (.ß-l;産】

第 4図
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る.との頻度分布図と，金原数授の定常性室電源とより， ;墓距離主電としてはジャバ，マラッ

日光秩父山系，鈴鹿山系，奈良盆地，シセム，帥印のものを，叉近距離室電源としては，カ，

凶間，中園， )L州の各山系のものを指示していると考えられる.上野盆地，

空電頻度分布4.2.2. 

フィルムに記鈍された空電を，名古屋と豊川を別価II'Z:集抗して，頻度分布図を作って見た.

(M)は多重宙撃，図中 (S)とるるは単一首撃，その模様は，第5及びtg6図に示しである.

(総)は両者の和である.

第 5図
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第 6図
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との分布図を作った臼的は，両地点l亡3なける装置の働作j{長態の検討と， 多a.雷撃の割合に対
する検討と，出来得れば(両装置が略、同ーの7状態で働作しているととが図より判明すれば)，

観測期間中の室電源の日変化を司見知ぜんためである.

(1)装置の調整i伏態であるが，図より明らかた如<10臼， 11日は利得に大小があるが，頻

度図の傾向は類似してj;;-t ，調整献態は，両地点で崎、 同一であったと考えられるが， 12 R， 

13日は甚だしく不同しているととがわかる.

(2)翠ー雷撃K対ナる多重雷撃の比率は， 25%以上を示している.か Lる比率は，定性的な

ものか，季節的訟ものかは今後の問題である.と~IZ:注意すべきとと は， 記銭フィルムの移動

速度は，10mm/secの速度であって， との場合の分離可能の時間間隔は0.01秒であるから，

放電間隔のとれ以下のものは.， rrlー雷撃と してあつかった点と，放電の受信強度が弱(，起動
回路のiblJ限以下のため，記録には単一冨撃として記鈍されたものもあると考えられる点とであ

る.然して，多重雷撃が，室電の中で，割合大きた比率を示しているととは興味のある点だと

思ろ.

との頻度図は，とれ以外には重要た意味がないが，午後と夜宇陀極大のあるととが現われる.

午後の極大は熱雷，宙雨によるものであれ 夜宇のものは，界雷性のものや， 遠距離の空電源

によるものと考え得る.日出，日夜時にたける異常現象に対する検討も期待したのであるが，

近笥・が多く，方位指示の楕円になる原因が，必ずしも異常現象に基付くものであるとは考え難

(.之に関する資料は何等得られたかった.
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4.3.1. 豊川走中心として1200粁以内の室電源分布批況

交会法により得た室電波、を，些川を中心として50粁毎の等距離紘と，北を零度として 10。毎

の方位線で区切り，方位と距離を変数とする相関図去を作ったのが第7図である.との相関図

表を，方位に関して集計'したのが第8図であり，距雌に関して集計 したのが第9図である.

第7図 ;2;電源相関図

/ ヘ
川
ド

pク
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答電源は，近くは伊吹山附近，琵芭湖北西部，敦賀方商，伊賀盆地，奈良金地，南アルプスー

松本長野仰の室電源から，速くは中闘，四閤，九州，新潟の答電源まで指示しているととふ

わかる.

とUL注意すべきととは，記録フ ィルム中， 2さ電源が近すき・たり，叉放・電が大規模で・，受信

第8図答電源方位分布図

h 。
〆。メダ

〆
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第9図 主主電源距離分布図
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点にたげる電界が垂直電界ばかりでなく，殆んど垂直電界と等しい大きさの水千電界が存在し

たため，方位指示が円に近いもの，ブラウン管商一杯に振りきれるもの等が相当多く，とのた

めに或る極の方位指示像が記銘されでも判51IJし難い場合があったととである.とのととから，

夏季特に熱官の活動の盛ん友時の観測は，装置の調殺にあたって，観測目標に対して充分な記

録を輿え得る様，44・K注意すべきである.相関図表を見て，関東地方の星電源が非常に少い点

は，受信点にたける電界強度が大きくて指示像が振り切ったり，叉は水平電界分力が含まれて

柑円指示像にたったため交点が求め得なかったととに起因するのではたいかとも汚えられる.

~研報告第 1号の大島，吉岡氏の論文で示された主n<， 7}¥ zl'-， 垂直の増幅度の調整は，充分厳

密に行わないと，相当大き1i.誤差を生ずるし，叉器移ilが50粁位の短い場合で，而も両方向性の

場合には，交点が1800 の稗換をする塁手が多くなるのである.

次iと，j宅日すべき空電源としては，四国れl'及びi4i江灘から銚子東南下卜海上にあるもので，之

は気象的に非常IZ::W.要た興味のあるものと考えられる.之については後越する.

4.3.2. 室電波と雷雨報告との比較

94.3.1で述べた豊川を中心として， 1200粁以内IZ::符られた室電源について，各管区気象台

による宮前報告に示された発雷j伏況及び発'rh地点iて対して比較徐討して見た.

第 10図は，宙間報告による'rh号2数を，続出IJRに対臨して企図的に集計したものと，方位測定

機により決定された室電源の集計を，伴グラフで指示したものである.との図よれ直ちに両

者を比較するととは安当主主とととは言えないが，観測l期間中のih-撃と，室電源に対しての大体;

の日別変化の傾向を覗うととは出来ると思う.

室電話自について興味のるるととは，陸上l乞星うる 6~電源と海上にある室電源の割合が，岡持 t 等

しいという点である.之は前節で述べたように，日本本土IZ::沿った海上iて，相当の間前の腕の

ある室電源が~f~じていた結果だと考えられる.今後の観測においても，との海上の室電dtiの位

置を注意するととは，気象的にもW.要注ととだと思われる.

ヨたに中闘地方，近畿地方の詣雨報告に，日別の発首位置及び穆動方向を示した図があり，之
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第 10図 目別発m及び答111の頻度分布(8月)
愛20
係、，

10 

(11 争~)

(第10図附表)

需雨報告による雷怒数(但し1!9菌，北漉道を除<)

目別→I3日 I 4日 | 川 | 川 ! ロ
努I~誌3 ! ;名3 ! :岳~ I昆!i53 

方位測定機による袋電源

日別→ I3臼 I 4日 |川 111日|η

駈 !d努I~引3計|引 免引I ~引i川I ~昆L 
海駈叫上_tl努| 免引Ii認:L| j払3l ;昆~ I 為
総鰍数| 努ji誌込叫;昆利3計Ii誇!九2| i;込3| zι4 I i認::
による発宙地点と，室電波との対臨を取った

例が第11図(a， b， c， d)である.図から明らか

主主如く，殆んど正確に発宮地点を指示している

ととがわかる.移動性雷に対しては，観測時間

が3時間毎であったため，その移動方向に対す

る対!症が取り得たかった.

との節の終りに各管区気象台による観iJ!lJj明問

中の発冨・数と種別の一覧表を掲示してゐ<. 

4.3.3. 室電波と気象との関係

第 11図

(b) 

(c) 

(d) 

室電と筑象との関係については，金原数授が現在迄に種k重要た研究結果を発表され，叉興

味深い解釈を加えてたられる.気象学的の立場からは，多くの人達により，発布・の官条件等K関

しての論文が発表されている.筆者建は，之等先遣の人々の意見を加味して，~電源について，

祭象との関係を検討して見た.

気象現象と室電との相関性を問題にする場合，直接の落雷，叉は，直視可能の宙放電，雷雨

地区に対する室電源の対癒性は，一般の地表天気図により検討可能でるるが，然らざるものに
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第 1表

ゴし 1H 中 殴 近 畿 北 陸 ヌて 昔話 関 東 東 北

数 |種別 数i種別 数i径別 数 !滝別 数 |種別 数[種別 数 |種別 計
3 5 熱腎 6 19 f内震 22 8 13 熱界 73 
4 4 1/ 3 

熱界 雷界
10 3 11 21 s 49 

5 7 
熱熱 雷界

12 10 8 11 17 18 72 
10 9 12 1/ 10 16 気回雷 4 35 宝王国雷 4 熱熱 界雷
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11 6 11 12 1/ 12 11 2 17 " 3 52 
12 11 11 1 11 1 3 16 
13 13 界雷 3 11 1 17 
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対しては，大気中の放電現象の起る高さとして，地上4-6粁の位置が判明している点友どより

考えて，地上3-6粁の上j蒼天気図が，是非必要とたるととは論を待たない.

::xt亡，大気熱力学的に雷放電の起り易い4条件としては，大気の不安定なととを必要保件とし
て挙げている.大気を不安定欣態にする要素としては，温度と語、度が重.要f主役割を演じてたり ，

大気の気温涯z減率が撚H11熱減率よりも大で，乾燥断熱減率よりもノj、なるときは，大気は依件附

不安定のj伏態にあるとされ，か Lる大気が襲来すると，頼者'fJ.大筑の擾乱が生じ，発宙し易い

ととが知られている.叉依件附不安定で、，而も筑塊のj伏態曲線が，i長is1断熱線によって分制さ

れる時， (正の不安定ヱネルギー)/(負の不安定エネルギー)の値が， 1より大きい潜在不安定の

場合も，発宮しやすいと考えられている.との不安定の概念は， Rossbyの対流不安定の理論

迄進展しているが，とにかく室電と，との大気の不安定な場の聞には，密接友関係を持ち得る

と言トいf与るようである.

大気の不安定度を増加させる主因は，異国:の集塊の接触，温度， 1:長度等が念i放に変化する不

連続面の存在である.

か Lる予備知識の下1<:，規模陀大小の別はあろうが，とにかく，室電源は大気の不安定な場

に現われるという考えで検討を加えた.第12図 (a，b)は，8月4日の室電源図と天気図 (700

mbも含む)であり，第13図 (a，b)は8月10日のものである.

との両日は，気象台の報告によると，8月中でも割合発百・数の多い日であって，之はイ ー

スータ 9-・ト ラフの通過によって生じたものと解釈されている.両日の地表天気図による気圧

配置は，非常によく似た配置模様で，北西に大陸性r~j筑圧があって東南に張り出し，北東に海

洋性高気圧があって酉に張り出して3なれ南から熱帯海洋性の低気圧が北上して， 2つの高筑

圧の中f<:入り込んで、いる.先ず8月4日の室電源については，四園南方沖から屋久島附近へか

けてのささ電it~[は(図中 1 の部分)， イースグリー・ト ラフの不連続雨に生じたものと判断 され

る.しかも観測時により，室電磁の散らばりに多少の移動がみとめられるが，之は不連続商の

移動に伴うものと思われる.気象図から考えると，との区域は梅上で駿雨があり，叉至る処で

積乱雲，積雲が観測されてたる.叉風向はトラフの前面では地上では南々閤より南西に変り

700mbで、は南々東より南東IC変ってたり，後面では地上で南東から南700mbでは南西から
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第 12図(a) ~電波図
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西南西に変っており，大陸高気圧の影響で，大陸の冷衆国と海上の熱帯性祭固との接触面にあ

たっている.従つで相当の擾乱が考え得る.北九州から対鳥海峡の室電源は(図中2の部分)，

1の部分と原因は同じであり， との地区は駿雨があれそれに基付く室電である.観測基線附

近に筏集せる空電源(図中4の部分)については，誤差のもっとも大きい位置のものであれ局

地性の熱雷源及びト ラフによる界雷性の昼電源かとも考えられるが， *11然とし友い.銚子東南

海上の(図中 3の部分)，割合密集せる室電源の集閣は，北上せる漁i問主主熱帯海洋性気塊と，之

に比べるとずっと滋度の低い1lli熱帯海洋性気塊との接触商に生じた僚{牛附不安定泳場に生じた

ものと推察される.天気図によると熱帯性低気圧の影響でとの地区は雲量も多(，糠雨性の強

雨地区であれ相当の擾乱を考え得る.集象学的に見ても，四園沖，銚子沖は，大気の不安定
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第 12図 (b)
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定足場にたり易(，Jjjj地性の不連続商の生じやすい場所だというととであるから，上越の推察は

或る程度許容されるものと思われる.と1.1'[.今一つの見方として，我が閣の山脈について考え

ると，極地大陸性の気回が吹き出して，太平洋上迄，相当の勢力でのびうる場所は，之等の山

脈帯の切れ目であろうと考えると，三国山脈と関東山脈の境界低部よれ関東平野を経て銚子



70 

第13図(a) ;? m源図
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沖への進路，飛嫁山脈と鈴鹿山眠の境界低部よれ濃尾平野を経て遠江鷺への進路，中園山脈

と筑紫山脈の境界低部から，豊後水道を経て四国沖への進路が考えられる. との進路を過っ

て吹き出された大陸性乾燥気聞は，太平洋上の滋潤策闘との問陀，不安定主主場を形成するとと

は考え得るととである.現陀豊川地方にたいて，渥美牛島方面に維大完工芸の峰が東西に横って
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.1004 

8月10日 06.00 (002 1006 

いるときは，北西の風が強(，渥美牛山市方海上i乞，相当のJ打干

る.筑象台の観滋測IJによると，との雲の峰は，知多牛島の南方海上から東方にのび，御前崎通うた

りまでも観測されるとのととである.之は，明らか陀犬規模友不安定念場が形成されていると
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見るべきである.誌江灘から鋭子市東沖の室電源は，との不安定友場を指示していると考え

符ò~.

秩父山系から日光山系へかげての室電源は(図 ~II 5の部分)，時間的に午前のものが大部分で

遅うるから， トラフポJ商l亡事泣ける不安定な場l亡生じたものと考えられる.天気図によると，との

地区一帯は 9 時頃，~府性の弧雨が降って沿札それに伴う室電であるととがある.

ヨたに， 8月10日の室電源に医しでも，大体同じよう友推察を行い得る.との日もイースタ

リー・ト ラフが本土を通過して沿り，中国一帯，IllI図，近畿はとのため相当の発信があったと

の報告があり，従って，との地区(図中 1 の部分)の~電源の集囲は，イ ースタり{・トラフに

よる不連続函に生じたものと考えられる.天気図によると，中園地方は積乱雲，積雲が観測さ

れ，UY闘は産豪雨と伝って本まり相当の擾乱が考えられる.叉銚子計11の益電源は(図中2の部分)， 

三陸irl'の高朱圧による筑間と， fjl豆牛島沖の熱帯性低京圧による，鎖国の接触函にたげる不安

定完工場のものと考えられる. 四園i'l'の室電源(図中3の部分)は， 2つの熱帯性低筑圧の中間部

IZ:主まける援乱居に生じたもので，大気の冷京閣の侵入も考えられ，との地区は際問と友って

いる.

屋久島南方沖の益電源(図中4の部分)は，熱幣性低気圧が数{円i集合して北上して来てたり，

之に伴う擾乱居で発情しており，それを示している.対島海峡から長崎沖へかけての室電源

(図中5の部分)は，北上せる熱帯性気回と大陸策閣の接触商の擾乱婦における発t討をと示してい

る.図rド6，7の部分の益電源はトラフ前商に沿ける擾乱唐のもので，との地区は首雨，臨雨と

沿っている.

陸地上IZ:1'Jられた室電源の中には，局地的t:t.不安定な場K生じた熱百によるものも当然含ん

でいる.との結果から決論的なととは何も言い符ないが，大東熱力学的に考えられている大試

の不安定t工場Kは，室電ir~が相当数縛られる という傾向はあらわれていると言えるようである.

とLで川いている不安定な場なる認は，不安定エネルギーが相当大きくて，発宙や相当強い上

昇気流を生じ得る場ーという意味である.

興味あるととは，不安定な場に沿砂る界雷，訳凶iE等は多重放電の多いととである.Schon-

land氏も，界首には多重放電が多いととを指摘してたられる.従って，多重放電の室電源が密

集 している地区は，大気の不安定度の相当大きいととろと考え得るよう勺あるが， 今後の問題

である.多重放電は第12図，第13図IZ:M の記号で示しである.

5.結言

以上簡単に8月の観'U11J結果について行った整理結果を報告した.との整理に，叉観測に従事

して感じたととを 2，3挙げて結びとしたい.

2主位の方位測定観測を行って，その結果から期待出来る対象として，次の如きものが考えら

れると思う.

(1) 1年の凶季を通じての，方位指示頻度分布IZ:対する検討.

(2) 日 H\，日 ì~a時異常現象に対す る検討・.
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(3)発電地点K対する対臨性の検討.

(4)気象現象との対肱性に対する検討.

之等の対象の何IZ:最も重点を沿くかということにより観測の計画，装置の調整，記録の取り

方が異怠って予fEるととは論をまたない.

(1)のためには，長期間の連続記録を必要とし，叉方向性も平向性の設置を用い，所ZFi集成

写真記録を取って検討を加えるようにすべきで，との場合は一地点観測でも主主味はある.

(2)のためには，薮置自休のfすが1のずれが混入したいように，充分注意して調整を行って記

録をとり，決定した空電源、に対して，同一地点の且割合速い地点の室電搬に著目して，記銘指

示僚の7'!k態を時間的に検討する. との民~1"Jの観iWJは，近宙の少い冬季lて行わるべき性質のもの

であると考えられる.叉検討の手段として，益電の電界強度測定の同時観測も必要の ようで

ある.

(3)のためには，夏季の熱冨を対象として観測を笑施し，局地的た移動とか，発7H地点との

対[底性を，雷雨報告と比較徐討することが必要で、，とのため熱需の前勤時妻1)の問は，毎時観測

を実施するように計画すべきである.との目的の観測は次i亡挙げる現|れから， 室電方位測定上

重要なものだと思う.J![Jち， ?if悶報告に基付く発宮地点は，大部分が素人の観測l報告に基付い

ているとのととで.if確な位置とはいえないが，一-1:怠位置の限定された空電波と考え得るので

あるから，長肢の51Ii言局を持たない現在の吸が聞に沿いては，有力主主ー長波局しかも宰電送信局

と見倣し得るのであるから，方位測定機の方位指示に対する有効な検討資料と注しうるからで

ある.

(4)のためには. II~来るだ11~さ電波{の位置をE確に 11\すために，観測j基~~Ann距離を大きくし，

出来るだけ疋三角形の頂点K近い関係にある 3点ICより観測を実施するととが必要でるり， 装

置の調整も絶えず或る側数の室電源を得るように行い，その結果の記録について検討を加える.

そして出来る限り般昔?な気象現象との対肱性を検討出来る方向に進みうるように計画して行く

必要を感じた.

要するに， 主~il l1J計画法K対して再考すべきととを，との綴測により感じたわけである .

との観測により ，金原教疫の主張して沿られる室電と気象に対して2.要な資料が特られ，

段とその主張を弧聞にしたとと1'1:;認められる.最後fC，本観測j結果をれJtcととはy 所長会原教

授の御tR導の下fC，耳f山研究室及び出研の諸氏，学生諸1干の努力の結果であれ仕事の分担と

して観測班が整理にあたり，とりまとめを行った点在諒承されたい.

叉各種気象賢料を御提供下さった中央気象台並びに各管区気象台l亡対して感却の:古をwげる
~(N~である .
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